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質問内容 回答

1

対象学年・クラス数について

　仕様書「5 本システム利用環境等」にて対象中
学校6校・生徒450名とありますが、対象となる学
年および各校のクラス数をご教示いただけます
でしょうか。

　対象は、中学２年生・４校・10クラス、中学１年生・
２校・４クラスを想定しています。

2

ICT環境の整備状況について

　各校のICT環境（PC・タブレットの台数、ヘッド
セットの有無、通信環境、学校で使用可能なWeb
会議ツール等）はどの程度整っている状況でしょ
うか。

　端末環境については、一人一台のタブレット端末
を配備し、通信環境も整備もされています。ヘッド
セットについては、専用機器の備えはないものの、
他用途のものを転用することで確保に努めていま
す。
　また、使用可能なWeb会議ツールは実施校により
異なりますが、いずれの学校においても活用可能
な環境は整っています。

3

音響環境（ハウリング対策）について

　グループまたは個人単位でオンライン交流を実
施する場合、同一教室内でのハウリングを防止
できる環境（ヘッドセットの完備や、複数教室への
分散利用等）は確保されておりますでしょうか。

　個人・グループ単位での実施を想定しているた
め、可能な限り複数教室での分散利用を推奨して
います。
　ただし、施設の空き状況等により教室確保が困難
な場合は、同一教室内での実施も妨げていませ
ん。

4

交流の実施単位について

　仕様書「8 オンライン国際交流」にて「生徒それ
ぞれ1回以上の交流」とありますが、交流は「個人
単位」「グループ単位」「クラス単位」のいずれで
の実施を想定されていますでしょうか。

　個人単位、グループ単位を想定しています。

5

実施回数・時間の目安について

　「1回以上の交流」とありますが、標準的な実施
回数や、1回あたりの実施時間の目安（例：授業1
コマ分など）はございますしょうか。

　オンライン国際交流は実施回数１回を基本とし、
１回あたり50分（事前の接続準備等を除く）を目安と
しています。

6

欠席者への対応について

　交流当日に欠席した生徒に対しては、別途補
講等の機会（別日程でのマッチング等）を設ける
必要がございますでしょうか。

　必要ありません。
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7

交流内容・テーマの設定について

　当日の交流内容について、受託者側で一律に
設定・提案する必要がございますでしょうか。そ
れとも各学校が個別に設定される予定でしょう
か。

　交流内容は受託者提案のものを基本とするた
め、提案をお願いします。なお、採択校の希望によ
る内容の調整には対応をお願いします。

8

交流先の選定について

　交流相手校について、全対象校で同一の交流
先を想定されていますでしょうか。それとも、学校
ごとや実施回ごとに異なる交流先をマッチングす
る想定でしょうか。

　学校ごとに異なる交流先とのマッチングを想定し
ています。

9

「外国語を母語とする者」の定義について

　仕様書「8 オンライン国際交流」に「外国語を母
語とする者とのオンライン交流」とありますが、こ
れは英語を母語とする国・地域に限定されますで
しょうか。例えば、台湾等（中国語等、英語以外
の言語が母語）の生徒と英語でコミュニケーショ
ンを行う形式でも要件を満たしますでしょうか。

　英語を母語とする国・地域に限定はしていませ
ん。
　台湾等（中国語等、英語以外の言語が母語）の生
徒と英語でコミュニケーションを行う形式でも要件を
満たしています。

10

成果指標・報告書について

　本事業における具体的な成果指標（例：アン
ケート による満足度、発話力・英語力の向上度
合い等）の指定はございますでしょうか。また、事
業完了後の実績報告書等の提出は必要でしょう
か。

　英語４技能のうち、特に「話すこと」の能力向上を
成果指標としています。
　事業完了後は、事業完了届や利用者の教材活用
状況をデータで提出してください。


